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1  1ま  し め  `こ

農業の中でも,畜産業については,大規模化,経営の法

人化と段階が進むにつれ,経営の管理基準をどこに見つけ

ていけばようかという疑間が常に残っている。負債問題と

いっても生活費との区月1カ まヽっきりせず,その原因を捜し

て行くのは難しい。しかし,経営管理 L,多量の資金が回

転しているので,最低限度の財務状況を速やかに把握して

いくこと力溜 営の安定化を図る上で欠かせない条件となる。

このため,今回は経旨管理特に安全性分析という立場から,

経営診断指標の設定について,畜産分野における活用範囲

について検討した。

2 大規模畜産経営の財務構造の推移

酪農経営.乳肉複合経営 ,肉用牛肥育経営の発展段階に

おける財務状態の実態を調査するとともに,昭和58年に実

施された畜産経営実態調査結果をもとに,安全性を効率的

に診断できる財務指標項目の選定,分析方法について検討

を行った。

大規模畜産経営の発展段階の中でも,昭和50年代はいわ

ゆる追加投資が中心となっている。この追加投資の中身を

みても投資額の大小,投資の手順など経営体ごとに多くの

特徴をもっているが,一般に使われている財務指標を通し

て経営体を診断してみると,優良経営とそうでない経営に

は財務分析上明らかに異なる特徴が何点かみられた。

第 1点としては,売上高に対する支払利息の割合が安定

経営では 5%以 ドで推移するのに対し,不安定経営では経

営状態力選 くなるにつれ確実に10%のラインに近付いてく

る。第 2点は,安定経営の月商倍率 (借入金総額を 1かナ〕

平均の売上額で割ったもの
2)は_般的に畜種に関係なく10

倍以下を示しており,追加投資を行った後にも 1年から2

年程度で正常植 (おおよそ10倍以下 )に戻っているのに対

し,不安定経営は追加投資後20倍前後の値をとり,投資後

2～ 3年経っても倍率の減少はみられない。第 3点として

は安定経営の自己資本比率の日安 (投資限界の日安 )はお

およそ40%に置いていると考えられ,不安定経営は平均的に

過小資本の傾向を示し,追加投資を行った後に10%を下回っ

てくる場合には,現状水準の経済状態では回復が難しいと

考えられた。また,第 4点は,こ れらの注意信号は短期資

金の増加のかたちとなって現れ,流動比率 (流動資産を流

動負債で割った比率 )の減少,固定長期適合率の増加につ

ながってくる。しかし,資金関係指標だけで経営の状況を

判断する場合には,自 己資本が減少した後に反応してくる

ため,対応が遅くなると考えられた。

以 L,畜産によって財務形態は異なるが,財務の推移の

傾向からある程度経営体の将来の方向,対策設定の時間が

把握できると考えられた。

3 経営の管理指標の設定〈安全性分析を中心として )

現実に財務分析を行う場合,指標が多岐にわたり,い っ

たいどの指標を中′しヽとして半断 していったらいいものか迷っ

てしまうのが常である。そこで ,企業経営的手法をとりい

れた場合に最低限必要 と考えられる指標を整理し,ま た,段

階的に診断を行うようにし,判断基準となる指標値を設定

した。指標項目は次のとおりである。

第一段階――一流動性 :自 己資本比率 ,負債比率 ,流動比率,

固定長期適合率

収益性 :売上高対営業利益率.経営資本回

転率,棚卸資産回転率 (肥育の場合),

売上高対支払利息率,売上高対生産

原価率,売上高対損益分岐点の比率

第二段落―一流動性 :資金構造適合F'
収益性 :投資営業利益率 ,借入金の月商倍率

以 Lの指標の中でも最も簡易に経営の状態が把握できる指

標は,第二段階における月商艦率と考えられる。この指標の

考え方は次のとおりである。

① 営業利益+受取利息=支im息負担利益
② 支払利息負担利益・ 金利率‐借入金限度額………A
③ 借入金限度額・ 年間売上高=借入金の年商倍率…B
(A)・ (B)の式から③の式は次のように書ける。

④ 支払利息負担利益■ (年間売上高 X金利率 )
=支払利息負担利益率・ 金利率

⑤ 借入金の月商倍率=(B)× 12-一 月平均売上高の
何倍が借入金としてあるか

2)(図
1,2)。

このことは,仮に実質金利率が6%であると仮定すると

月商倍率20倍という数植は,売上高のうち10%が支払利息
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表 1 各指標の判断基準
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軽産牛 1頭 当た り所得 (千 円 )

図2 経産牛 1頭当たりの所得と月商倍率

13 借人0の ,1商倍峯

に向けられている状況を示している。所得率がせいぜい20

%前後と小さい畜産部門としては負担が大きすぎると考え

らオ■る。

製造業部門での危険倍率は6倍が指標値とされている力521

本県の酪農経営の実態調査の平均値はなんと20倍前後の値

を示し,いかに借入金に依存した体系をとっているのかが

分かる。今回の調査結果から月商倍率の危険区域は肥育部

門で20倍 ,所得率が他に比べて高い酪農は30倍と考えられ

たが,一般的にはいずれの畜種についても20倍を超えた経

営は非常に危険な状態であると考えられた。また.畜産の

違いについては,全体的な傾向として養豚は倍率が小さい

傾向を示し,一方,利益幅の多い酪農は非常に高い月商倍

率を示している。

4  お  わ  り  に

農業を考えた場合,所得概念を中心として経営分析が展

開されていくため,大規模な経営になると手探りで自己の

経営指標を作ろうとしている状況にある。畜産経営の中で

も鶏・豚を中心とする中小家畜部門では独自の指標を持ち

つつあるが,肉牛及び酪農も将来的にはある程度の財務の

目安を持ちながら投資計画を作成する必要がある。また ,

短期診断ではなく何年かに渡った長期指導が必要である。
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